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 ≢⅝╢   

 

  

 ◦☻♥ⱶ ─ ⌂╠┘⌐∕─ │ ⅜ ⌐ ╪≢⅔╡ ─

─ ⌐╟╢╙──╖⌂╠∏ ─ ╩ ↕∑╢↓≤⌐╟╡ ⌂ ╛▪▬♦▪

⅜ ╖ ↕╣╢ ⌐№╢⁹╕√ ∕─╟℮⌂ ⅜ ⌐ ⅎ╢ ╙╟╡ ⅝ↄ⌂╡≈≈№╢↓≤╟

╡ ≤─ ╦╡╩ ⌐ ⌐ ╣╢↓≤╙ ≤↕╣≡™╢⁹ 

ⱶ♥☻◦ה  ≢│↓─╟℮⌂ ─ ╩ ╕ⅎ ™ ≤

≤ ╩ ⅎ╢≤ ⌐ ™ ≤ ⅔╟┘ ה ╩ ∆╢ ╩ ≡╢↓≤╩

≤⇔≡ ─ⱪ꜡◓ꜝⱶ╩ ⇔≡™╢⁹ 

 ⱶⱪ꜡◓ꜝⱶ♥☻◦ ה

ⱶ♥☻◦ ה ⱪ꜡◓ꜝⱶ 

ⱶ♥☻◦ה  ⌐ ⇔√ │ ⌂ ⅜№╢ ╩ ™≡

─ ⌂╠┘⌐ ╩ ≡ ⌐ ≈─ ⅛╠ ⱪ꜡◓ꜝⱶ╩ ∆╢↓

≤⅜≢⅝╢⁹ 

 

◦☻♥ⱶⱪ꜡◓ꜝⱶ│ LSI ⌂≥─ ♦Ᵽ▬☻╩ ≤⇔√ ◄꜠◒♩꜡♬

◒☻ ╩ ∆╢√╘─ⱪ꜡◓ꜝⱶ≢№╢⁹ 

♦Ᵽ▬☻ │ ה ⅜ ╗ ╩ ⅎ╢ ⌂ ─ ≈≢№╢⁹ ╦╣╦╣

│ ה ♥꜠ⱦ ⱦ♦○⌂≥ ה ◖fiⱧꜙכ♃ ▬fi♃כⱠ♇♩

⌂≥ ⌂≥ ⌂≥ ה ─ ⌂≥

ↄ─ ה ╩ ╛ ≢ ⇔≡™╢⅜ ∕─╒≤╪≥│ ♦Ᵽ▬☻⌐╟∫≡ ⌂

≢ ⌂ ╩ ≢⅝╢╟℮⌐⌂∫≡™╢⁹ ╕∆╕∆ ╩ ∆≤ ↕╣╢ ה ╛

≢─ ꜡Ⱳ♇♩⌂≥≢│ ╕≢ ⌐ ⌂ ╩ ∆╢ ⅜ ╘╠╣╢⁹∕─√╘⌐

│ ה ☿fi◘כ⌂≥⌐╟╢ ≤LSI⌐╟╢ ⌂ │ ≢№╡ ↕╠⌐│

╩ ™√ ה ─ ╙ ∟ ╕╣≡™╢⁹ 

≢ ⌐⌂╢≤ ↕╣╢◄Ⱡꜟ◑הכ ⌐⅔™≡╙ ↄ─ ╩ ⇔≡╝ↄ√

╘⌐ ♦Ᵽ▬☻╩ ≤⇔√ ─ √∆═⅝ │ ⅝™⁹◄Ⱡꜟ◑כ╩ ╖ ∆ ♦

Ᵽ▬☻≢№╢ ∞↑≢│⌂ↄ ₁⌂ ╩ ⌐ ↕∑ ⌂◄Ⱡꜟ◑כ ╩ ╠∆√╘⌐╙

令和４年度入学生対象 



 

 

♦Ᵽ▬☻─ ⅜ ≢№╢⁹╙∟╤╪ ♦Ᵽ▬☻ ─ ◄Ⱡꜟ◑כ╩ ╠⇔≡™ↄ√

╘─ ⇔™ ╙ ╘╠╣╢⁹ 

↓╣╠─ ⌐ ⅎ╢√╘⌐│ ─ ╩╟╡ ⇔≡╝ↄ≤ ⌐ ⇔™ ╛ ⇔™

─ ≤ ⇔√ ⅜ ≢№╢⁹ ⱪ꜡◓ꜝⱶ│ ⌂ ≤ ─

╩ ∟ ↓╣╠─ ─ ⌐⅔™≡ ⌂ ╩ ∂╢↓≤⅜ ╢ ╩ ∆╢√╘⌐

⌂≥─ ⅛╠ ♫ⱡⱷכ♃כ ─ ♦Ᵽ▬☻ ◦☻♥

ⱶ⌂≥─ ╕≢╩ ⌐ ↄ ≢⅝╢◌ꜞ◐ꜙꜝⱶ╩ ∆╢⁹ 

 ◦☻♥ⱶⱪ꜡◓ꜝⱶ⌐│ ─ ⅜№╢⁹ 

ה ♦Ᵽ▬☻ ◦☻♥ⱶ─ ⌐ ∆╢ ╩ ↄ ═╢╟℮

⅜ ↕╣≡™╢⁹╕√ │ ─ ─ ╩ ⇔≡ ↕╣≡™╢⁹ 

⌐⅔™≡ ─ ה ♦Ᵽ▬☻ה ⅜ ↕╣≡

⅔╡ ∆╢ ─ ⅜ ╠╣╢╟℮⌐ ↕╣≡™╢⁹ ⌐│ ─ ה

╩ ╗ ⌂ ⅜ ↕╣≡™╢⁹ 

ה ♦Ᵽ▬☻─ ≤⌂╢ ה ⌐ ∆╢ ⅜ ↕╣≡⅔╡ ⌂

⌐ ⌂ ╩ ∆╢↓≤⅜≢⅝╢⁹╕√ ה ─ ⅛╠ ─ ⌐ ╢

─ ╩ ⌐ ∆╢↓≤⅜≢⅝╢⁹ 

ⱪ꜡◓ꜝⱶ≢│ ♦Ᵽ▬☻ ≤™∫√ ─₈╙─₉⌐ ⇔√ ה ─ ╛

⌐ ╩ ™≡™╢⁹ ⌐⅔™≡│ ─ ╛ ♦Ᵽ▬☻╛♫ⱡⱷכ♩ꜟ

◘▬☼ ♦Ᵽ▬☻─ ◦☻♥ⱶ⌐ ≢⅝╢▪ꜟ◗ꜞ☼ⱶ╛ ─ ה ⌂≥─

─ ⌐ ⅜ⱴכ♥╢∆ ↕╣≡™╢⁹  

─ⱪ꜡◓ꜝⱶ≤─ ⌐╟╡ ◄Ⱡꜟ◑כ ♁ⱨ♩►▼▪⌂≥

⌐ ∆╢ ╙ ∆╢↓≤⅜≢⅝╢⁹ 

 ♦▫ⱪ꜡ⱴהⱳꜞ◦כ ─ ─ⱪ꜡◓ꜝⱶה  

◦☻♥ⱶⱪ꜡◓ꜝⱶ≢│ ⇔™♦Ᵽ▬☻─ ≤⌂╢ ה ♫ⱡⱷכ♩ꜟ ─

♦Ᵽ▬☻ ⅔╟┘ ╩ ≤∆╢ ◦☻♥ⱶ ⌐ ╩⅔™√ ╩ ℮⁹∕╣∙╣─

─ ⅛╠ ⌂ ↕╠⌐ ─ ╩ ⌐ ↕∑╢↓≤≢ ─ ╩

≢⅝╢ ╛ ╕∆╕∆ ╩ ∆ ≤─ ⌐╟╢ ─ ╩ ∫√ ─

╩ ⇔≡™╢⁹ 
⌐│ ⱪ꜡◓ꜝⱶ≢│ ↄ ™ ≤ ╩ ⌂ꜟⱣכ꜡◓╢∆ ╛ ⌂ ╩

™ ⅛⌂ ╩ ∆╢↓≤╩ ∆ ≤ ─ ╩ ∆╢╟℮⌐ ↕╣√ ╩

⇔ ─ ╘╢ ≤⌂╢ ╩ ⇔√ ⌐₈ ₉─ ╩ ∆╢⁹ 
ₒ Aₓ ה ≤ ה ה ≤─⅛⅛╦╡╩ ⌐≤╠ⅎ ⅜ ⌐ ⇔≡ ∫

≡™╢ ╩ ∆╢↓≤⅜≢⅝╢⁹ 
ₒ Bₓ ◦☻♥ⱶ ⌐⅔™≡ ≤↕╣╢ ≤ ∕╣╠╩ ≢⅝╢ ╩ ∫≡™╢

∆╢↓≤⅜≢⅝╢ ⁹ 
ₒ Cₓ ╩ ™≡ ⅎ╠╣√ ╩ ⇔ ─ ⌐ ⇔√ ╩ ⅝ ∆ ╩ ∫

≡™╢ ⅝ ∆↓≤⅜≢⅝╢ ⁹ 
ₒ Dₓ ╩ ∆╢√╘─ ╛ ╩ ⇔ ∕╣╩ ⌐ ≢⅝╢ ╩ ∫≡™╢

≢⅝╢ ⁹ 



 

 

ₒ Eₓ ╛ ⌐╟╢ fiꜛ◦כ◔♬ꜙⱵ◖ה ⅔╟┘ ╛ ╩╕≤╘ ⌐

⇔ ≢⅝╢ ╩ ∫≡™╢ ≢⅝╢ ⁹ 

 ◌ꜞ◐ꜙꜝⱶהⱳꜞ◦כ ה ─  

A⅛╠ E╩ ∆╢√╘⌐ ╘╢ ⅔╟┘ │ ─≤⅔╡≢№╢⁹ ⇔√

≢│ ─ ⌐ ∂≡ ▪◒♥▫Ⱪꜝכ♬fi◓ ○fiꜝ▬fi ⌂≥╙ ⇔√

╩ ∆╢⁹ ⌐≈™≡│ ◦ꜝⱣ☻⌐ ╩ ⇔√ ⌂ ≤ ⌐

ⱪ꜡◓ꜝⱶ≢ ∆╢ ┼─ ─ 2≈≢ ∆╢⁹ 

 

ủ ה  

≡⇔≥▪♬☺fi◄ה ⌐ ╦∫≡™╢↓≤⅜ ≤↕╣╢ ≤ ─ ╦╡⌐ ∆╢ ⅔╟┘

─ A ⁹ ⌐ ↕╣╢ ─₈ ₉₈ ☻fi◄▬◘♃כ♦ה

₉⅔╟┘ ─₈◄Ⱡꜟ◑כ≤ ◦☻♥ⱶ ₉─ ╩ ⇔≡ ∆╢⁹ 

ה ה ≤⇔≡ ≤↕╣╢ ⌂≥ ⌐ ∆╢ ⌂ B ⁹

⌐ ↕╣╢₈ ₉⌂≥─ ─ ╩ ⇔≡ ∆╢⁹ 

ה ה ≤⇔≡ ≤↕╣╢ ─ ⅔╟┘ ⌐ ∆╢ ⌂ B ⁹

⌐ ↕╣╢₈ ₉₈ ה ₉⌂≥─ ─ ╩ ⇔≡ ∆╢⁹ 

ה ◦☻♥ⱶ ─ ⌐ ∆╢ ⌂ ה ⅔╟┘↓╣╠─ ⌐ ─ ⌂

B ⁹ ⌐ ↕╣╢₈◄Ⱡꜟ◑כ≤ ◦☻♥ⱶ ₉₈ з₉─ ╩ ⇔≡ ∆╢⁹ 

 

ἑ ה  

ה ◦☻♥ⱶ ─ ≤⇔≡ ≤↕╣╢ B ⁹ ה ╠⅛ⱶכ♃

⌐⅛↑≡ ↕╣╢₈ ₉⌂≥─ ─ ╩ ⇔≡ ∆╢⁹ 

ה ◦☻♥ⱶ ─ ≤⌂╢ ⅔╟┘ B ⁹ ה ╠⅛ⱶכ♃ ⌐

⅛↑≡ ↕╣╢ ─ ╩ ⇔≡ ∆╢⁹ 

ה ◦☻♥ⱶ ─ ⅔╟┘ ╩ ה ⌂ ⌐ ∆╢ B ⁹

ה ╠⅛ⱶכ♃ ⌐⅛↑≡ ↕╣╢ ─ ╩ ⇔≡ ∆╢⁹ 

ה ⌂ ה ╩ ∆╢√╘─ ⅔╟┘ ⅔╟┘ ─ ⌐╟╡ ה

╩ ∆╢ D ⁹ ה ╠⅛ⱶכ♃ ⌐⅛↑≡ ↕╣╢₈

₉₈ⱪ꜡◓ꜝⱵfi◓₉⌂≥─ ─ ╩ ⇔≡ ∆╢⁹ 

ה ⌂ ה ⌐ ⇔≡ ╠ ╩ ≡ ╩ ⌂™≈≈ ⅔╟┘ ╛

╩ ™≡ ה ╩ ∆╢ C  D ⁹ ⌐ ↕╣╢₈ ₉─ ╩ ⇔

≡ ∆╢⁹ 

 

ἑ ⌂  

ה ⌂ ה ╩ ⇔ ─ ⌐ ⇔√ ⌂ ╩ ⅝ ∆√╘ ה

╛ ↓─ ╩ ⌐ ∆╢ C  D ⁹ ⌐ ↕╣╢₈ ₉─

╩ ⇔≡ ∆╢⁹ 

ה ⌂≥─ ╩ ⇔ ╠╣√ ─ ╛ ╙ ╘≡ ≢ ⌐ ∆╢≤≤╙⌐

≢ ⅛╡╛∆ↄ ⇔ ∆╢ E ⁹ ⌐ ↕╣╢₈ ₉─ ╩ ⇔≡

∆╢⁹ 



 

 

◒כⱶ꞉כ♅╢↑⅔⌐◒כⱪ꞉כꜟ◓ה fiꜛ◦כ◔♬ꜙⱪ╛◖Ⱶ♇◦כ♄כꜞ E ⁹

⅛╠ ⌐⅛↑≡ ↕╣╢₈ ₉⌂≥─ ─ ╩ ⇔≡ ∆╢⁹ 

ה ╛ ∕⇔≡ ⌐ ∆╢ ₁⌂ ⅜ ╛ ⌐╟∫≡ ⌐ ≢⅝╢↓≤╩

⇔√ ≢ ∕─ ⌐ ↑√ ╡ ╖⅜≢⅝╢ A  D ⁹ ─₈ ₉

₈ ₉⌂≥─ ╩ ⇔≡ ∆╢⁹ 

ה ⌐ ⌂ ⌐ ∆╢ ◓fi▫♦כꜞ ⅔╟┘ꜝ▬♥▫fi◓ E ⁹

⌐ ↕╣╢₈ ₉⅔╟┘ ⌐ ↕╣╢₈ ₉─ ╩ ⇔≡ ∆╢⁹ 

ה   

ⱪ꜡◓ꜝⱶ┼│ 2 ─│∂╘⌐ ─ ╩ ⇔≡ ↕╣╢⁹ ⱪ꜡◓ꜝⱶ⌐ ↕

╣╢√╘⌐│ 1 ╕≢⌐ ≤ ╩ ╦∑≡34 ╩ ⇔≡™⌂↑

╣┌⌂╠⌂™⁹ 

 ⌂  

─ ╩ ∆╢↓≤≢ ⅜ ╠╣╢⁹∕─ ⌐╙

⌐≈™≡│ ─ ╩ ∆╢↓≤≢ ─

─ ⅜ ↑╠╣╢⁹ │ ⌐ ↕╣≡™╢⁹ 

 ┘  

β │ ─ ╩ ∆╢↓≤⁹ 

β │ ⌐ ↕╣╢◦ꜝⱣ☻╩ ∆╢↓≤⁹ 

 ─  

⌐ ─ ─ ↔≤⌐ ╩ ⇔ ╩ ∆╢⁹ 

⌐ ⇔√ ─ ╩S=4 A=3 B=2 C=1≤ ⌐ ⇔√ ≢ ╩ ⇔ ⇔

√ ⌐ ≠⅝ ⇔≡⅛╠∕─ ╕≢─ ─ ╩₈ ╘≡ (Excellent)₉ ₈ (Very 

Good)₉ ₈ (Good)₉─ ≢ ∆⁹ 

 

  

90   

80 89   

70 79   

60 69   

 

   β ─ ≤ ≤─ ╩ ∆╢↓≤⁹ 

   β ─ ≤ ≤─ ╩ ∆╢↓≤⁹ 

   β ─◌ꜞ◐ꜙꜝⱶⱴ♇ⱪ╩ ∆╢↓≤⁹ 

─   

╘≡ (Excellent) 3.00 4.00 

(Very Good) 2.00 2.99 

(Good) 1.00 1.99 

( ≠↑ ) 

 ủ ↑ 

  │ ⌐ ⇔≡ ↕╣√ ⌐ ∫≡ ╩ ℮↓≤⌐╟╡ ⌂   

 ╩ ⌐≈↑╢↓≤╩ ∆⁹╟╡ ⌂ │ ─ ╡≢№╢⁹ 

  1 ⌐ ≠™≡ ╠ ╩ ⇔ ∕╣⌐ ∫≡ ╩ ∆╢ ╩ ∆╢⁹ 

  2 ⌐ ∆╢ ╩ ⇔ ╩ ↄ ⇔ ╩ ∆╢ ╩ ∆╢⁹ 



 

 

  3 ⌐⅔↑╢ ╩ ⇔ ─ ⌐ ⇔√ ╩ ⅝ ∆ ╩ ∆╢⁹  

  4 ⌐ ⌂ ⌐ ◓fi▫♦כꜞ╢∆ ꜝ▬♥▫fi◓ ╩ ∆╢⁹ 

  5 ╩ ⇔ ╠╣√ ─ ╛ ╩ ≤⇔√ ≢ ∆╢ ╩ ∆╢⁹ 

  6 ╩ ≢ ⅛╡╛∆ↄ ⇔ ∆╢ ╩ ∆╢⁹ 

 ủ ה  

    │ ⌐ ↕╣≡™╢≤⅔╡≢№╢⁹ 

 ╩ √∆ ╩ ⌐ ─ ⌐ ≠⅝ ╩ ∆╢⁹

│ ⌐ ╩ ™≡ ⌐ ∆╢⁹⌂⅔ ≤ⱪ꜡◓ꜝⱶ ↑⌐

ⱴכ♥ ╛ כꜞ♩ꜝⱪfiꜝⱲכ○ ╩ ∆╢⁹ 

 

 (plan)ה (do)ה  (check)ה  (action)  

   ⱪ꜡◓ꜝⱶ│ ◦☻♥ⱶⱪ꜡◓ꜝⱶ─ ╩◘ⱳכ♩∆╢ ⌐╟∫≡ ↕╣╢⅜ ─

│ ⌐ ∆╢ ≢№╢─≢ ∕─ ─ │ ─ ≤∆╢⁹╕√ ה

ה ≤ │ ≤⇔≡ ⱪ꜡◓ꜝⱶ ⅜ ≤⌂╡ ≤

⇔≡ ≢ ⇔≡ ∆╢⁹ ה ⌐╟∫≡│ ─ ─╙≤≢꞉כ◐fi◓◓

╩ⱪכꜟ ↑ ⌐ ╗⁹ 

   ⱪ꜡◓ꜝⱶ ≢ ╩ ∆╢ ⅜№╢ ⌐│ ∆╢ⱪ꜡◓ꜝⱶ╩ ≤⇔≡ ∆╢

≢ ∆╢⁹∕─ ─ │ ⅜ ∆╢⁹ 

 ⱪ꜡◓ꜝⱶ─  

 ủⱪ꜡◓ꜝⱶ ─  

  Ι ⱪ꜡◓ꜝⱶ─ ה ⌐ ╠⇔ ⅜ ⌐ ↕╣≡™╢⅛⁹╕√ │    

   ⅛⁹ 

  Ι │ ⌐│ ≤∆╢ ╩ ⇔≡™╢⅛⁹ 

  Ι ⌂◘▬◒ꜟ≢ⱪ꜡◓ꜝⱶ─☻Ɽ▬ꜝꜟ▪♇ⱪ╩ ℮◦☻♥ⱶ⅜ ⇔≡™╢⅛⁹ 

 ủ ─  

  Ι ⌐╟╢ ⌂╠┘⌐ ⌐ ≠⅝ ∕╣∙╣─ ≢ ╩ ℮⁹ 

  Ιⱪ꜡◓ꜝⱶ─☻Ɽ▬ꜝꜟ▪♇ⱪ⌐ ⇔≡│ ⌂◘▬◒ꜟ≢ ⌐ ∆╢▪fi◔כ♩╛ ─    

  ╛ ╩☼כ♬─ ╘╢↓≤⌂≥╩ ∆╢⁹ 

 ủ ┼─ⱨ▫כ♪Ᵽ♇◒─ ⅎ ≤∕─  

  Ι ₁─ ⌐ ⇔≡│ ╛ ⌐ ∆╢ ─◖ⱷfi♩╩ ∆⁹ 

  Ιⱪ꜡◓ꜝⱶ ⌂≥─ ⇔⌐ ⇔≡│ ∕─ ╛ ╩ ⱱכⱶⱭכ☺⌂≥╩ ∂≡ ⅎ╢⁹ 

 



◎必修（履修時期指定）

○選択必修（いずれかで履修）

△自由選択（いずれかで履修）

１T ２T ３T ４T １T ２T ３T ４T １T ２T ３T ４T １T ２T ３T ４T

2 2 選択
必修

○

2 大学教育入門 2 必修 ◎

2 教養ゼミ 2 必修 ◎

4 人文社会学系科目群 2 ○ ○

4 自然科学系科目群 2 ○ ○

コミュニケーション基礎Ⅰ 1 ◎ ◎

コミュニケーション基礎Ⅱ 1 ◎ ◎

コミュニケーションⅠＡ 1 ◎ ◎

コミュニケーションⅠＢ 1 ◎ ◎

コミュニケーションⅡＡ 1 ◎ ◎

コミュニケーションⅡＢ 1 ◎ ◎

ベーシック外国語Ⅰから
１科目

1 〇

ベーシック外国語Ⅱから
１科目

1 ◯

2 情報・データ科学入門 2 必修 ◎

健康スポーツ科目 2 1又は2 選択
必修

○ ○ ○ ○

微分積分学Ⅰ 2 ◎

微分積分学Ⅱ 2 ◎

線形代数学Ⅰ 2 ◎

線形代数学Ⅱ 2 ◎

数学演習Ⅰ 1 ◎

数学演習Ⅱ 1 ◎

一般力学Ⅰ 2 ◎

一般力学Ⅱ 2 ◎

物理学実験法・同実験Ⅰ（注４） 1 ◎

物理学実験法・同実験Ⅱ（注４） 1 ◎

6 教養教育科目の全ての科目区分
から（注５）

自由
選択

△ △ △ △

48

後期 前期 後期 後期 前期

2 選択
必修

後期前期

第　二　類（電気電子・システム情報系）

科　目　区　分 要修得
単位数

授 業 科 目 等 単位数
履修
区分

履　修　年　次　（注１） 
１年次 ２年次 ３年次 ４年次

前期

必修

注２： 「英語圏フィールドリサーチ」又は自学自習による「オンライン英語演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」の履修により修得した単位は，卒業に必要な単位に
含めることはできない。ただし，海外語学研修については，事前の申請によりコミュニケーションI，IIとして単位認定が可能である。詳細
については，学生便覧の教養教育の英語に関する項を参照すること。

選択
必修

外
国
語
科
目

英語
(注2・3)

コミュニケー
ション基礎

2 必修

コミュニケー
ションⅠ

2 必修

コミュニケー
ションⅡ

領　域　科　目 

2

初修外国語
（ドイツ語，フランス語，スペ
イン語，ロシア語，中国語，
韓国語，アラビア語のうちか
ら１言語選択）

注３： 外国語技能検定試験による単位認定制度もある。詳細については，学生便覧の教養教育の英語に関する項を参照すること。

自由選択科目

卒 業 要 件 単 位 数

注１： 履修年次に記載の◎，○，△のセメスター又はタームで単位を修得できなかった場合は，これ以降のセメスター又はタームで受講でき
る。なお，授業科目により実際に開講するセメスター又はタームが異なる場合があるので，毎年度発行する教養教育科目授業時間割
等で確認すること。

教

養

教

育

科

目

平　和　科　目

大学教育
基礎科目

大学教育入門

教　養　ゼ　ミ

共

通

科

目

基　盤　科　目

必修

16

情報・データサイエンス科目

注４： 同一科目の「実験法・同実験Ⅰ（1単位）」と「実験法・同実験Ⅱ（1単位）」の両方を履修すること。

注５： 自由選択科目として，領域科目の自然科学系科目群および基盤科目の受講が望ましい。



◎ 必　　修
○ 選択必修
△ 自由選択

1T 2T 3T 4T 1T 2T 3T 4T 1T 2T 3T 4T 1T 2T 3T 4T

応用数学Ⅰ 2 4

応用数学Ⅱ 2 4

応用数学Ⅲ 2 4

離散数学I 2 4 (情報科学部)

応用数学総合 2 4

応用数理Ａ 2 4

応用数理Ｃ 2 4

確率・統計 2 4

技術英語演習 1 4

エネルギーと情報システム概論 2 4

回路理論Ⅰ 2 4

プログラミングI 2 4

プログラミングII 2 4

プログラミングIII 2 4

電気工学基礎実験Ⅰ 2 5 5

電気工学基礎実験Ⅱ 2 5 5

電気電子システム工学実験Ⅰ 2 5 5

電気電子システム工学実験Ⅱ 2 5 5

第二類　専門基礎科目

備考

◎ ◎

◎ ◎

◎ ◎

△

◎ ◎

◎ ◎

◎ ◯

◎ ◎

◎ ◎

◎ △

◎ ◎

△

△ ○

○

○ ○

前期

○ ◎

◎ ◎

電
気
シ
ス
テ
ム
情
報

電
子
シ
ス
テ
ム

◎ ◎

授業科目
単
位
数 前期 後期

履 修
指 定 毎週授業時数

第１年次 第２年次 第３年次 第４年次

前期 後期 後期後期 前期



1T 2T 3T 4T 1T 2T 3T 4T 1T 2T 3T 4T 1T 2T 3T 4T

電気磁気学Ⅰ 2 ◎ 4
電気磁気学Ⅱ 2 ◎ 4
電気磁気学演習Ⅰ 1 ◎ 4
電気磁気学演習Ⅱ 1 ◎ 2
電磁波伝送工学 2 ○ 4
電子物性基礎 2 ◎ 4
量子力学 2 ◎ 4
熱・統計力学 2 ○ 4
固体物性論 2 ○ 4
ナノテクノロジー 2 ○ 4
半導体デバイス・回路基礎 2 ◎ 4
固体電子工学 2 ◎ 4
半導体デバイス工学 2 ○ 4
光半導体素子工学 2 ○ 4
電子材料工学 2 ○ 4
電気電子計測 2 ○ 4
過渡現象論 2 ○ 4
論理システム設計 2 ◎ 4
CMOS論理回路設計 2 ○ 4
半導体プロセス工学 2 ○ 4
CMOS集積化設計工学 2 ○ 4
回路理論Ⅱ 2 ○ 4
電子回路 2 ◎ 4
エネルギー発生・変換 2 △ 4
電力システム基礎 2 △ 4
システム制御Ⅰ 2 △ 4
システム制御Ⅱ 2 △ 4
信号処理工学 2 △ 4
生体電気工学 2 △ 4
ロボット工学 2 △ 4
通信工学 2 ○ 4
ディジタル回路設計 2 △ 4 (情報科学部)

プログラムが動く仕組み 2 △ 4 (情報科学部)

データベース 2 △ 4 (情報科学部)

計算機ネットワーク 2 △ 4 (情報科学部)

アルゴリズムとデータ構造 2 △ 4 (情報科学部)

ヒューマンコンピュータインタラクション 2 △ 4 (情報科学部)

卒業論文 5 ◎

第二類　　専門科目

（電子システムプログラム）

◎必　　修
○選択必修

備考

履
修
指
定

前期
第１年次

前期 後期
授業科目

単
位
数

△自由選択

前期前期
第２年次

後期
第３年次 第４年次

毎週授業時数

後期 後期



電子システムプログラムにおける学習の成果
評価項目と評価基準との関係

極めて優秀(Excellent) 優秀(Very Good) 良好(Good)

(1)
エンジニアとして基本的に備わっていることが必要とされ
る，社会と技術の関わりに関する理解，および倫理観。

社会と技術の関わりを十分に理解し，十分な倫理観を持っ
て行動できる。

社会と技術の関わりを標準程度理解し，標準程度の倫理
観を持って行動できる。

社会と技術の関わりを最低限程度に理解し，最低限の倫
理観を持って行動できる。

(2)
自然科学・技術者として必要とされる，微積分，線形代数
など数学に関する基礎的な知識。

微積分，線形代数など数学に関する，十分な基礎的知識
を習得し活用できる。

微積分，線形代数など数学に関する，標準的な基礎的知
識を習得し活用できる。

微積分，線形代数など数学に関する，最低限の基礎的知
識を習得し活用できる。

(3)
自然科学・技術者として必要とされる，物理学の理論およ
び実験方法に関する基礎的な知識。

物理学の理論および実験方法に関する，十分な基礎的知
識を習得し活用できる。

物理学の理論および実験方法に関する，標準的な基礎的
知識を習得し活用できる。

物理学の理論および実験方法に関する，最低限の基礎的
知識を習得し活用できる。

(4)
電子システム分野の技術に関する全般的な理解・知識，お
よびこれらの分野に共通の基礎的な知識。

電子システムに関する全般的，および共通基礎的な知識
を，十分に習得し活用できる。

電子システムに関する全般的，および共通基礎的な知識
を，標準程度に習得し活用できる。

電子システムに関する全般的，および共通基礎的な知識
を，最低限程度に習得し活用できる。

(1)
電子システム分野の専門家として必要とされる数学的手
法。

電子システム分野の専門家として必要とされる数学的手法
を，十分に習得し活用できる．

電子システム分野の専門家として必要とされる数学的手法
を，標準程度に習得し活用できる．

電子システム分野の専門家として必要とされる数学的手法
を，最低限程度に習得し活用できる．

(2) 電子システム分野の基礎となる概念，知識および手法。
電子システム分野の基礎となる概念，知識および手法を，
十分に習得し活用できる．

電子システム分野の基礎となる基礎的な概念，知識および
手法を，標準程度に習得し活用できる．

電子システム分野の基礎となる基礎的な概念，知識および
手法を，最低限程度に習得し活用できる．

(3)
電子システム分野の基礎概念，知識および手法を具体的・
専門的な問題に応用する能力。

電子システム分野の基礎概念，知識および手法を具体的・
専門的な問題に応用する十分な能力を習得し活用でき
る．

電子システム分野の基礎概念，知識および手法を具体的・
専門的な問題に応用する標準的な能力を習得し活用でき
る．

電子システム分野の基礎概念，知識および手法を具体的・
専門的な問題に応用する応用する最低限の能力を習得し
活用できる．

(4)

実際的な問題・課題を解決するための実験および数値計
算的手法，および関連資料の収集により，問題・課題を解
決する能力。

実際的な問題・課題を解決するための実験および数値計
算的手法，および関連資料の収集により，問題・課題を解
決する，十分な能力を習得し活用できる。

実際的な問題・課題を解決するための実験および数値計
算的手法，および関連資料の収集により，問題・課題を解
決する，標準程度の能力を習得し活用できる。

実際的な問題・課題を解決するための実験および数値計
算的手法，および関連資料の収集により，問題・課題を解
決する，最低限の能力を習得し活用できる。

(5)

実際的な問題・課題に対して，自ら実行計画を立て，軌道
修正を行ないつつ，基礎および専門的知識や手法を用い
て，問題・課題を解決する能力。

実際的な問題・課題に対して，自ら実行計画を立て，軌道
修正を行ないつつ，基礎および専門的知識や手法を用い
て，問題・課題を解決する，十分な能力を習得し活用でき
る。

実際的な問題・課題に対して，自ら実行計画を立て，軌道
修正を行ないつつ，基礎および専門的知識や手法を用い
て，問題・課題を解決する，標準程度の能力を習得し活用
できる。

実際的な問題・課題に対して，自ら実行計画を立て，軌道
修正を行ないつつ，基礎および専門的知識や手法を用い
て，問題・課題を解決する，，最低限の能力を習得し活用
できる。

(1)

実際的な問題・課題を分析し，社会の要請に合致した合
理的な解決策を導き出すため創造的・論理的思考力や，
この解決策を物理的に実現する技術開発能力。

社会の要請に合致した合理的な解決策を導き出すため論
理的思考力や，この解決策を物理的に実現する技術開発
能力を十分に習得し活用できる。

社会の要請に合致した合理的な解決策を導き出すため論
理的思考力や，この解決策を物理的に実現する技術開発
能力を標準程度に習得し活用できる。

社会の要請に合致した合理的な解決策を導き出すため論
理的思考力や，この解決策を物理的に実現する技術開発
能力を最低限程度に習得し活用できる。

(2)

研究などの結果を整理し，得られた成果の意義や有効性
も含めて，文章で論理的に記述するとともに，口頭で分か
りやすく発表し討論する能力。

研究などの結果を整理し，得られた成果の意義や有効性
も含めて，文章で論理的に記述するとともに，口頭で分か
りやすく発表し討論するための，十分な能力を習得し活用
できる。

研究などの結果を整理し，得られた成果の意義や有効性
も含めて，文章で論理的に記述するとともに，口頭で分か
りやすく発表し討論するための，標準的な能力を習得し活
用できる。

研究などの結果を整理し，得られた成果の意義や有効性
も含めて，文章で論理的に記述するとともに，口頭で分か
りやすく発表し討論するための，最低限の能力を習得し活
用できる。

(3)
グループワークにおけるチームワーク，リーダーシップやコ
ミュニケーション能力。

グループ課題の解決を通して，チームワーク，リーダーシッ
プ，発表・討論ためのコミュニケーション能力を，十分に習
得し活用できる。

グループ課題の解決を通して，チームワーク，リーダーシッ
プ，発表・討論ためのコミュニケーション能力を，標準程度
に習得し活用できる。

グループ課題の解決を通して，チームワーク，リーダーシッ
プ，発表・討論ためのコミュニケーション能力を，最低限程
度に習得し活用できる。

(4)

人類や社会そして個人に存在する様々な問題が，社会情
勢や文化等によって多様に解釈できることを理解した上
で，その問題解決に向けた取り組みができる能力。

人類や社会そして個人に存在する様々な問題が，社会情
勢や文化等によって多様に解釈できることを十分に理解
し，その問題解決に向けた取り組みができる十分な能力を
習得し活用できる。

人類や社会そして個人に存在する様々な問題が，社会情
勢や文化等によって多様に解釈できることを標準程度に理
解し，その問題解決に向けた取り組みができる標準程度の
能力を習得し活用できる。

人類や社会そして個人に存在する様々な問題が，社会情
勢や文化等によって多様に解釈できることを最低限程度に
理解し，その問題解決に向けた取り組みができる最低限の
能力を習得し活用できる。

(5)
研究遂行に必要な，英語に関する英会話，リーディング，
およびライティング能力。

技術者として必要とされる英語に関する英会話，リーディン
グ，ライティングの能力を，十分に習得し活用できる。

技術者として必要とされる英語に関する英会話，リーディン
グ，ライティングの能力を，標準程度に習得し活用できる。

技術者として必要とされる英語に関する英会話，リーディン
グ，ライティングの能力を，最低限程度に習得し活用でき
る。

主専攻プログラムにおける教養教育の位置づけ

総
合
的
な
力

別紙２

学習の成果 評価基準

評価項目

知
識
・
理
解

能
力
・
技
能

本プログラムにおける教養教育は，工学部第二類の専門教育を受けるための学問的基盤作りの役割を担い，自主的・自立的態度の尊重，情報収集力・分析力・批判力を基礎にした科学的思考力の養成，ものごとの本質と背景を広い視野から洞察することのでき
る視座の確立，国際人として生きるにふさわしい語学力と平和に関する関心を強化し，幅広い知識を真に問題解決に役立つ知識体系へと統合するとともに，既成の枠を超えた学際的・総合的研究を開拓し推進する能力を養成する。



評価項目と授業科目との関係

科目中
の評価
項目の
加重値

評価項
目中の
加重値

科目中
の評価
項目の
加重値

評価項
目中の
加重値

科目中
の評価
項目の
加重値

評価項
目中の
加重値

科目中
の評価
項目の
加重値

評価項
目中の
加重値

科目中
の評価
項目の
加重値

評価項
目中の
加重値

科目中
の評価
項目の
加重値

評価項
目中の
加重値

科目中
の評価
項目の
加重値

評価項
目中の
加重値

科目中
の評価
項目の
加重値

評価項
目中の
加重値

科目中
の評価
項目の
加重値

評価項
目中の
加重値

科目中
の評価
項目の
加重値

評価項
目中の
加重値

科目中
の評価
項目の
加重値

評価項
目中の
加重値

科目中
の評価
項目の
加重値

評価項
目中の
加重値

科目中
の評価
項目の
加重値

評価項
目中の
加重値

科目中
の評価
項目の
加重値

評価項
目中の
加重値

教養教育科目 大学教育入門 2 1セメ 50 1 50 1 100

教養教育科目 教養ゼミ 2 1セメ 50 1 50 1 100

教養教育科目 平和科目 2 1セメ 100 1 100

教養教育科目 領域科目 8 1セメ 100 1 100

教養教育科目 コミュニケーション基礎Ⅰ 1 1セメ 100 1 100

教養教育科目 コミュニケーション基礎Ⅱ 1 2セメ 100 1 100

教養教育科目 コミュニケーションⅠＡ 1 1セメ 100 1 100

教養教育科目 コミュニケーションⅠＢ 1 1セメ 100 1 100

教養教育科目 コミュニケーションⅡＡ 1 2セメ 100 1 100

教養教育科目 コミュニケーションⅡＢ 1 2セメ 100 1 100

教養教育科目 ベーシック外国語Ⅰ 1 1セメ 100 1 100

教養教育科目 ベーシック外国語Ⅱ 1 1セメ 100 1 100

教養教育科目 情報・データ科学入門 2 1セメ 100 1 100

教養教育科目 健康スポーツ科目 2 1セメ 100 1 100

教養教育科目 微分積分学Ⅰ 2 1セメ 100 1 100

教養教育科目 微分積分学Ⅱ 2 2セメ 100 1 100

教養教育科目 線形代数学Ⅰ 2 1セメ 100 1 100

教養教育科目 線形代数学Ⅱ 2 2セメ 100 1 100

教養教育科目 数学演習Ⅰ 1 1セメ 100 1 100

教養教育科目 数学演習Ⅱ 1 2セメ 100 1 100

教養教育科目 一般力学Ⅰ 2 1セメ 100 1 100

教養教育科目 一般力学Ⅱ 2 2セメ 100 1 100

教養教育科目 物理学実験法・同実験 2 2セメ 100 1 100

専門教育科目 応用数学I 2 2セメ 100 1 100

専門教育科目 応用数学II 2 3セメ 100 1 100

専門教育科目 応用数学III 2 3セメ 100 1 100

専門教育科目 応用数学総合 2 3セメ 100 1 100

専門教育科目 応用数理Ｃ 2 4セメ 100 1 100

専門教育科目 確率・統計 2 3セメ 100 1 100

専門教育科目 技術英語演習 1 6セメ 100 1 100

専門教育科目 エネルギーと情報システム概論 2 2セメ 50 1 50 1 100

専門教育科目 回路理論Ⅰ 2 2セメ 100 1 100

専門教育科目 プログラミングⅠ 2 3セメ 50 1 50 1 100

専門教育科目 プログラミングⅡ 2 4セメ 50 1 50 1 100

専門教育科目 電気工学基礎実験Ⅰ 2 3セメ 50 1 50 1 100

専門教育科目 電気工学基礎実験Ⅱ 2 4セメ 50 1 50 1 100

専門教育科目 電気電子システム工学実験Ⅰ 2 5セメ 50 1 50 1 100

専門教育科目 電気電子システム工学実験Ⅱ 2 6セメ 50 1 50 1 100

専門教育科目 電気磁気学Ⅰ 2 3セメ 100 1 100

専門教育科目 電気磁気学Ⅱ 2 4セメ 50 1 50 1 100

専門教育科目 電気磁気学演習Ⅰ 1 3セメ 50 1 50 1 100

専門教育科目 電気磁気学演習Ⅱ 1 4セメ 50 1 50 1 100

専門教育科目 電磁波伝送工学 2 5セメ 100 1 100

専門教育科目 電子物性基礎 2 3セメ 100 1 100

専門教育科目 量子力学 2 4セメ 100 1 100

専門教育科目 熱・統計力学 2 5セメ 100 1 100

専門教育科目 固体物性論 2 5セメ 100 1 100

専門教育科目 ナノテクノロジー 2 6セメ 100 1 100

専門教育科目 半導体デバイス・回路基礎 2 3セメ 100 1 100

専門教育科目 固体電子工学 2 4セメ 100 1 100

専門教育科目 半導体デバイス工学 2 5セメ 100 1 100

専門教育科目 光半導体素子工学 2 6セメ 100 1 100

専門教育科目 電子材料工学 2 6セメ 100 1 100

専門教育科目 電気電子計測 2 5セメ 100 1 100

専門教育科目 過渡現象論 2 4セメ 50 1 50 1 100

専門教育科目 論理システム設計 2 3セメ 50 1 50 1 100

専門教育科目 ＣＭＯＳ論理回路設計 2 5セメ 100 1 100

専門教育科目 半導体プロセス工学 2 6セメ 100 1 100

専門教育科目 ＣＭＯＳ集積化設計工学 2 6セメ 100 1 100

専門教育科目 回路理論Ⅱ 2 3セメ 50 1 50 1 100

専門教育科目 電子回路 2 4セメ 50 1 50 1 100

専門教育科目 エネルギー発生・変換 2 4セメ 100 1 100

専門教育科目 電力システム基礎 2 5セメ 100 1 100

専門教育科目 システム制御Ⅰ 2 3セメ 50 1 50 1 100

専門教育科目 システム制御Ⅱ 2 4セメ 50 1 50 1 100

専門教育科目 信号処理工学 2 5セメ 50 1 50 1 100

専門教育科目 生体電気工学 2 5セメ 100 1 100

専門教育科目 ロボット工学 2 6セメ 100 1 100

専門教育科目 通信工学 2 6セメ 100 1 100

専門教育科目 ディジタル回路設計 2 4セメ 50 1 50 1 100

専門教育科目 プログラムが動く仕組み 2 4セメ 100 1 100

専門教育科目 データベース 2 4セメ 100 1 100

専門教育科目 計算機ネットワーク 2 6セメ 100 1 100

専門教育科目 アルゴリズムとデータ構造 2 4セメ 50 1 50 1 100

専門教育科目 ヒューマンコンピュータインタラクション 2 6セメ 100 1 100

専門教育科目 卒業論文 5 7・8セメ 25 1 25 1 25 1 25 1 100

別紙３

科目中
の評価
項目の
総加重
値

(3 )
科目区分 授業科目名 単位数 開設期

評　価　項　目
知識・理解

(4 )
能力・技能 総合的な力

(5 )(3 )(3 ) (1 ) (2 ) (4 )(1 ) (2 ) (1 ) (2 )(4 ) (5 )





 

別紙５ 
担 当 教 員 リ ス ト  

 
教員名 職名 内線番号 研究室 メールアドレス 

高根 美武 教授 7653 先端研 306N takane@hiroshima-u.ac.jp 

西田 宗弘 准教授 7654 先端研 307N mnishida@hiroshima-u.ac.jp 

井村 健一郎 助教 7630 先端研 305N imura@hiroshima-u.ac.jp 

角屋 豊 教授 7651 先端研 404A kd@hiroshima-u.ac.jp 

Holger 

F. Hofmann 
教授 7652 先端研 403A hofmann@hiroshima-u.ac.jp 

富永 依里子 准教授 7649 先端研 401A ytominag@hiroshima-u.ac.jp 

東 清一郎 教授 7655 先端研 405A sehiga@hiroshima-u.ac.jp 

花房 宏明 助教 7648 先端研 401A hanafus@hiroshima-u.ac.jp 

天川 修平 准教授 7639 先端研 302A amakawa@hiroshima-u.ac.jp 

三宅 正尭 准教授 7018 先端研 701A-5 masataka-miyake@hiroshima-u.ac.jp 

鈴木 仁 准教授 7645 先端研 306A hitoshi-suzuki@hiroshima-u.ac.jp 

坂上 弘之 助教 7683 先端研 301A hsakaue@hiroshima-u.ac.jp 

藤島 実 教授 6269 先端研 305A fuji@hiroshima-u.ac.jp 

佐々木 守 准教授 7686 先端研 304A sasaki@dsl.hiroshima-u.ac.jp 

吉田 毅 准教授 7643 先端研 303A tyoshida@dsl.hiroshima-u.ac.jp 

黒木 伸一郎 教授 6267 ナノデバイス・バイオ

融合科学研究所 skuroki@hiroshima-u.ac.jp 

令和４年度入学生対象 



 

寺本 章伸 教授 6266 ナノデバイス・バイオ

融合科学研究所 teramo10@hiroshima-u.ac.jp 

岩坂 正和 教授 4372 ナノデバイス・バイオ

融合科学研究所 iwasaka@hiroshima-u.ac.jp 

亀田 卓  6266 

ナノデバイス・バイオ

融合科学研究

岩坂

ナノデバイス・バイオ


	01_詳述書【電子】
	教養教育科目(2)
	二類科目一覧
	03_別紙2_評価項目と評価基準との関係【電子】
	別紙2　様式
	別紙2　記載方法

	04_別紙3_評価項目と授業科目との関係【電子】
	別紙3　様式
	別紙3　記載方法

	05_別紙4_モデル体系図【電子】
	別紙4　様式（４年課程）
	別紙4　作成例

	06_別紙5_担当教員リスト【電子】
	ADP6D5A.tmp
	別紙3　様式




